
不定積分と定積分

回 不定積分 ⑤ 定積分/

うなみに 、

微分 flx ) の 原始関数 の 1つが F(x ) であるとき 、

F1 (xy→ f (x)微分f 'lx ) 1 fio ) は) の 導関数 )→
m

m

f(x ) の原始関数 fix ) の 導関数 微分 に得られる 2 つの 実数 a ,µに 対して F(al- Fla )の直は原始関数いの
ョl

関数 選び 方 に 関わらず、 一定 の 値となる 。

導関数が f () である (微分すると fplになる ) ようなつしの 関数を
Flu) - Fla) を fl の a からひまでの定積分と …Saf̂uidx と表す

。

flx ) n原始関数 という
。 F (ox いがfix )

の

原始関数のとき
、

flxl の 任意の原始関数は 定数 C を用 いて Flx ) + C と表せる 。

Fix ) = fix) の ε き 、 Sabfixidx = [ Fn]a @
=

Fia) -Fla )

Flx) + C を flx) の 不定積分といい 。 Sfoudsx と表す。

1 宍
F"' lx )=flxy σ c き,Sfixldx=Fix ) t C (Cは 積分定数 )

(説明 ) fu) の 不定科 方 は 原始関数 の 1つ Fx) と積分人数C を 用 いて貝

ffocld=+ C と 表すと 決 めたように、
( 説明 ) {微分 して 2 x になる 関数は無数にある ( 2xの原始関数は1つではない)

(定数項 が O であるものを 使うのが一般的 )

微分
x → 2x xや x) などは

人

x
'

t 1→ 2x 2xの 原始関数のつ ～ ～
～

である
。

{ 定積使う同搬的原 る関数積分!□直原始関数は定数項がごなるなので1
x + 2→ 2x 高校数学では 、

「

( * 今 の 理由 )

x
'
+ 3→ 2x ( 不定積分 のつと 言 ても 問題ない)
i → : S

m

2 つx の原始関数の 1つは①
d

^

2xdx = (] aa
=
a '-as

～
x,xt], x- 5など

x+ C ( C は 任意 の 定数) ← これが 2x の不定積分 ( そう 決めたから ) 2 Cの 原始関数の1つ
無数 にあるが、

定数項 は
マ

高校数学では不定積分は原始関数すべてを 求めると 思えばよい ② falixdx = し」 a ^
=
( µ^

*

) - ( a 't ) =a: ac 差 をとったときに消えるので
m

の～③ のどれも OKだが
2 つx の 不定積分 は x^+ C ( Cは積分定数 ) であり S d2x = x 'tC と書 く

。 ③ Salzxce =]。
^

:

( a-5 ) - ( a :- 5 ) = Ga 's
① で 書 くのが一般的

。

m

不定積分は一般 に(原始関数の 1 つ )
+～

んと表せるので

S 2xdx = x+C や { 2 xlx=xtCでも間違いではないが、
*

(2つx の 原始関数のいつや
うつう 、原始関数の 1つは 定数項が O であるものを使うのが一般的である 。


